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〇 生活や経済活動にデジタルの力を取り込むチャレンジをしやすい環境の構築 

・ 小さく始め，すばやくＰＤＣＡを回しながら実装に向かうアジャイル型アプローチ

によるデジタル実装の実践を支援するとともに，実践を通じた人材育成を強化 

・ 専門性の異なる多様な人材が協業しやすい環境の構築 

- デジタル実装に関わる関係者間での相互理解が重要であることから，異な

る専門性を有する多様な人材のコミュニティを形成し，活動を支援   

（例） ・ひろしまサンドボックス（2018 年度～） 

ひろしまサンドボックス推進協議会 会員数 約 2,300 者 

・広島県ＤＸ推進コミュニティ（2020 年度～） メンバー数 352 者 

・デジタル関連の本社機能の移転・新設件数：37 件（2020～21 年度） 

- 経営者層に対し，オープンイノベーションへの理解を醸成し，実践を促進 

・ チャレンジをする者の不安の解消を支援 

技術面の支援だけでなく，制度面の支援（制度の解釈，必要な手続きの洗い

出し，規制改革に向けた取組など）もワンストップで行える拠点を設置 

 

〇 専門性の異なる多様な人材が活躍できるイノベーション力の高い地方の実現 

・ デジタル実装の即戦力となる人材（技術力を持った人材，技術と事業をつなげ

ることができる人材）の確保・育成 

- 短期的には，東京に集中する人材が複数拠点で活躍できる環境の構築 

- 中長期的には，地方で育成するとともに，人材が地方で定着・活躍できる環

境の構築 

・ デジタルを活用したツールやシステムを活用して事業を行うことができる人材

の育成 

・ 専門性の異なる人材との協業やプロジェクトの実践を通した人材育成 

・ 働く人の学び直し（リカレント教育，リスキリング）を支援 

・ 各教育段階や産業界における人材育成の推進 

・ 企業等における適切な人材投資，多様な人材が活躍できる勤務環境の整備

促進 
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